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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第38期
第１四半期
連結累計期間

第39期
第１四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 6,821,629 10,064,066 50,533,824

経常利益 (千円) 92,636 65,917 2,969,323

四半期(当期)純利益(△損失) (千円) 110,692 △20,295 2,950,668

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 79,288 △53,283 2,956,418

純資産額 (千円) 28,955,708 31,542,678 31,832,748

総資産額 (千円) 60,359,466 61,827,229 62,207,812

１株当たり四半期(当期)
純利益金額(△損失)

(円) 4.71 △0.86 125.80

自己資本比率 (％) 47.9 50.9 51.1

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

EDINET提出書類

日神不動産株式会社(E03984)

四半期報告書

 2/24



　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業

の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 経営成績の分析

日神不動産株式会社の新築分譲マンションの販売は、前年同期の大震災直後の停滞した状態から回復し

ております。

　また、多田建設株式会社の建設工事や日神住宅サポート株式会社の賃貸ビル販売も堅調に推移した結果、

連結売上高は10,064百万円（前年同期比47.5％増）となりました。

利益面では、日神不動産株式会社及び多田建設株式会社の利益率が低下したことから、売上総利益は

1,570百万円（前年同期比3.8％増）にとどまりました。　

営業利益では、多田建設株式会社の販売費及び一般管理費が削減できたこと等により、80百万円（前年同

期66百万円の損失）を確保しました。

経常利益では、黒字を確保したものの、前年同期は引当金戻入益を中心に259百万円の営業外収益を計上

したのに対し、当第１四半期連結累計期間は60百万円にとどまった結果、65百万円（前年同期比28.8％減）

となりました。四半期純利益は、20百万円の損失（前年同期は110百万円の利益）となりました。

　

　なお、報告セグメントにて区分した場合の売上高は以下のとおりであります。

　
① 不動産事業

当社グループの主力事業である新築分譲マンションの販売は、前期在庫物件の販売を中心に行いました。

前年同期と比較して、パレステージシリーズのみの販売だったことや、１戸当たり面積が若干広くなった

ことから、販売単価が上昇しています。この結果、売上高は3,182百万円（前年同期比75.0％増）、セグメン

ト損失は184百万円（前年同期332百万円の損失）となりました。
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② 建設事業

多田建設株式会社の建設受注は引続き好調であるものの、建築資材費や人件費の上昇により利益率は低

下しております。この結果、売上高は4,977百万円（前年同期比34.4％増）、セグメント利益は35百万円（前

年同期比69.3％減）となりました。

なお、利益率の低下は期初想定の範囲内です。

　

③ 不動産管理事業

　不動産管理事業は、マンションの共用部分の管理業を中心として、ビル管理も受託しており、当連結会計期

間末におけるマンションの管理戸数は25,000戸超となっております。

　前年同期に比べて大規模修繕工事の完了件数が多く、結果として、売上高は849百万円（前年同期比15.4％

増）、セグメント利益は88百万円（前年同期比34.8％増）となりました。

　
④ 賃貸管理事業

　賃貸管理事業は、賃貸仲介、賃貸物件の管理受託及び賃貸管理に伴う工事売上等、堅調に推移しました。

　なお、前期より強化した賃貸用物件の販売が進捗しており、当該売上高及び戸数は1,239百万円、52戸と

なっております。この結果、売上高は1,695百万円（前年同期比254.0％増）、セグメント利益は158百万円

（前年同期比199.0％増）となりました。

　

⑤ ゴルフ場事業

　米国のゴルフ場２社は、前期に引き続きゴルフ場資産の全てをゴルフ場運営会社に一括してリースしてい

ることから、ゴルフ場事業から除外しており、株式会社平川カントリークラブのみを対象としております。

同社が運営している平川カントリークラブでは、６月にシニアツアーの開催地に選定されたことにより、

会場使用料収入が加わりました。この結果、売上高は166百万円（前年同期比8.9％増）、セグメント損失は

４百万円（前年同期18百万円の損失）となりました。

　なお、営業外収益として名義書換料収入を計上しており、経常損益は黒字となっております。

　

⑥ その他

　引き続き、米国のゴルフ場２社はゴルフ場資産を全て一括して賃貸しております。日神ファイナンス株式

会社は、少額の新規貸付を若干行っておりますが、縮小均衡を目指しております。

　この結果、売上高は42百万円（前年同期比78.2％増）、セグメント損失は12百万円（前年同期24百万円の

損失）となりました。

 

EDINET提出書類

日神不動産株式会社(E03984)

四半期報告書

 5/24



　

(2) 財政状態の分析

①　総資産

　主に現金及び預金の減少が完成工事未収入金や不動産事業支出金の増加を上回った結果、総資産は61,827

百万円（前年度末比0.6％減）となりました。

　

　②　負債

　支払手形の減少等と借入金の増加が拮抗した結果、負債合計は30,284百万円（前年度末比0.3％減）とな

りました。

 

③　純資産

　配当金の支払等による利益剰余金の減少に伴い、純資産合計は31,542百万円（前年度末比0.9％減）とな

りました。

　

(3) 業務上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間における特記すべき活動はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における特記すべき活動はありません。

　

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(6）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　

(7）主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の計画の著しい変更は

ありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,475,63023,475,630
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 23,475,63023,475,630― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 23,475,630 ― 10,111,411 ― 426,578

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式 21,900
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 23,395,600 233,956 同上

単元未満株式 普通株式 58,130 ― 同上

発行済株式総数 23,475,630― ―

総株主の議決権 ― 233,956 ―

(注) １.「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式3,100株（議決権の数31個）が含まれて

おります。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　日神不動産株式会社

東京都新宿区新宿
五丁目８－１

21,900― 21,900 0.09

計 ― 21,900― 21,900 0.09
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,557,774 19,020,579

受取手形・完成工事未収入金等 ※1, ※6
 6,710,603

※1
 6,474,106

販売用不動産 ※2
 7,208,182 7,533,075

不動産事業支出金 11,548,191 15,079,982

未成工事支出金 194,410 248,224

商品 6,653 6,051

短期貸付金 403,348 44,199

その他 1,910,119 1,895,275

貸倒引当金 △241,929 △245,695

流動資産合計 50,297,354 50,055,800

固定資産

有形固定資産 ※2
 9,054,661 8,989,279

無形固定資産

のれん 410,960 381,606

その他 55,346 69,207

無形固定資産合計 466,306 450,813

投資その他の資産 ※3
 2,389,490

※3
 2,331,335

固定資産合計 11,910,458 11,771,429

資産合計 62,207,812 61,827,229

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 7,753,783 ※6
 6,455,861

1年内償還予定の社債 14,000 14,000

短期借入金 6,652,860 7,180,420

未払法人税等 227,194 83,888

引当金

賞与引当金 204,035 82,697

完成工事補償引当金 79,650 71,254

短期更生債権 470,062 470,062

その他 ※4
 3,381,021

※4
 3,058,260

流動負債合計 18,782,607 17,416,445

固定負債

社債 58,000 58,000

長期借入金 7,021,053 8,292,769

引当金

退職給付引当金 1,523,325 1,517,836

役員退職慰労引当金 270,810 273,530

債務保証損失引当金 491,312 477,536

更生債権 1,192,370 1,192,370

その他 1,035,585 1,056,062

固定負債合計 11,592,457 12,868,104

負債合計 30,375,064 30,284,550
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,111,411 10,111,411

資本剰余金 426,578 426,578

利益剰余金 21,782,950 21,528,118

自己株式 △24,648 △24,648

株主資本合計 32,296,292 32,041,459

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27,050 18,916

為替換算調整勘定 △540,562 △561,426

その他の包括利益累計額合計 △513,511 △542,510

少数株主持分 49,967 43,728

純資産合計 31,832,748 31,542,678

負債純資産合計 62,207,812 61,827,229
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 6,821,629 10,064,066

売上原価 5,309,125 8,493,425

売上総利益 1,512,504 1,570,640

販売費及び一般管理費 1,578,921 1,489,847

営業利益又は営業損失（△） △66,416 80,793

営業外収益

受取利息 2,544 2,604

受取配当金 5,703 5,757

受取手数料 23,600 18,000

貸倒引当金戻入額 143,718 －

完成工事補償引当金戻入額 56,667 12,657

その他 27,233 21,854

営業外収益合計 259,467 60,874

営業外費用

支払利息 90,416 75,599

その他 9,998 149

営業外費用合計 100,414 75,749

経常利益 92,636 65,917

特別利益

固定資産売却益 － 4,889

負ののれん発生益 － 2,279

特別利益合計 － 7,169

税金等調整前四半期純利益 92,636 73,087

法人税、住民税及び事業税 19,482 74,130

法人税等調整額 △35,108 22,445

法人税等合計 △15,626 96,576

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

108,262 △23,488

少数株主損失（△） △2,430 △3,193

四半期純利益又は四半期純損失（△） 110,692 △20,295
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

108,262 △23,488

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,324 △8,930

為替換算調整勘定 △26,649 △20,864

その他の包括利益合計 △28,974 △29,794

四半期包括利益 79,288 △53,283

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 82,369 △49,335

少数株主に係る四半期包括利益 △3,081 △3,948
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

(1) 連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

(2) 持分法の適用範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月

１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し

ております。

　これにより、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　手形の割引高及び裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形割引高 ―　千円 370,283千円

受取手形裏書譲渡高 123,850 190,000

　

※２　販売用不動産から固定資産への保有目的の変更

前連結会計年度（平成24年３月31日）

（千円）

地域 種類 用途 期末簿価

神奈川県 土地及び建物 賃貸不動産 117,725
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※３  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

投資その他の資産 1,111,502千円 1,134,338千円

　

※４　企業結合に係る特定勘定

前連結会計年度（平成24年３月31日）

　流動負債「その他」に企業結合に係る特定勘定が20,000千円含まれております。これは当社が平成

22年６月30日付で多田建設株式会社に出資したことによるものです。その内容は、出資時に見込まれ

たシステムの構築及び内部統制整備費の支出見込金額の残金であります。

　

当第１四半期連結会計期間（平成24年６月30日）

　流動負債「その他」に企業結合に係る特定勘定が612千円含まれております。これは当社が平成22

年６月30日付で多田建設株式会社に出資したことによるものです。その内容は、出資時に見込まれた

システムの構築及び内部統制整備費の支出見込金額の残金であります。

　

　５　保証債務

(1) 販売顧客の金融機関等からの借入に対し債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

販売顧客 2,516,145千円 2,377,313千円

　

(2) 連結子会社である日神ファイナンス株式会社は、賃借人と保証委託契約を締結し、契約上家賃の６

月分相当額を上限として家賃保証をしております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

保証委託契約に基づく保証債務額 56,102千円 53,089千円

　

(3) 連結子会社である多田建設株式会社は、以下の会社の住宅販売に係る手付金等の保証会社の保証

残高について連帯保証しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

一建設㈱ 61,650千円 96,610千円

㈱アーネストワン 48,160 72,110

その他８社 137,520 189,420

合計 247,330千円 358,140千円

　

EDINET提出書類

日神不動産株式会社(E03984)

四半期報告書

16/24



　

※６　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 12,985千円 ―　千円

支払手形 ― 554,740

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日　至  平成23年６月30日）及び当第１四半期連結

累計期間（自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日）

当社の属するマンション業界は、マンション事業の特色として顧客への引渡が第２四半期及び第４四

半期に集中する傾向があり、例年、第１四半期の売上高は通期売上高と比較し大幅に低くなっておりま

す。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算

書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間における減価償却費（のれんを除く無形固定資

産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 64,784千円 53,449千円

のれんの償却額 29,354 29,354
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 234,536 10平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 234,536 10平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント

その他　　　
(注)

合計

不動産事業 建設事業
不動産　　　
管理事業

賃貸
管理事業

ゴルフ場　
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に
対する売上高

1,739,9633,704,710725,252475,038153,2886,798,25223,3766,821,629

セグメント間の内部
売上高又は振替高

78,552 ― 10,7503,910 ― 93,214 288 93,503

計 1,818,5163,704,710736,003478,948153,2886,891,46723,6656,915,132

セグメント利益　　　　　又
は損失（△）　　　　　　　

△332,272117,33165,57653,150△18,068△114,283△24,288△138,571

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸ゴルフ場事業、信用保証業を含んでお

ります。  

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △114,283

「その他」の区分の損失（△） △24,288

セグメント間取引消去 101,508

のれんの償却額 △29,354

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △66,416

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント

その他　　　
(注)

合計

不動産事業 建設事業
不動産　　　
管理事業

賃貸
管理事業

ゴルフ場　
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客に
対する売上高

3,157,8394,171,410839,7701,686,229166,85810,022,10841,95710,064,066

セグメント間の内部
売上高又は振替高

25,020806,1069,8029,218 ― 850,147207 850,355

計 3,182,8594,977,517849,5721,695,448166,85810,872,25642,16510,914,421

セグメント利益　　　　　又
は損失（△）　　　　　　　

△184,63735,96688,384158,917△4,81893,811△12,86780,943

(注) 　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸ゴルフ場事業、信用保証業を含ん

でおります。  

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 93,811

「その他」の区分の損失（△） △12,867

セグメント間取引消去 29,203

のれんの償却額 △29,354

四半期連結損益計算書の営業利益 80,793

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　
(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額(△損失)及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額(△損失) 4円71銭 △86銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(△損失)(千円) 110,692 △20,295

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(△損失）(千円) 110,692 △20,295

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,453,674 23,453,674

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

日神不動産株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　國　井　泰　成   　　印
　

　 　 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  石　井　哲　也 　　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日神
不動産株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日神不動産株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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